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申請の概要等画面について

【報告内容について】

【登録内容の確認について】

【ログイン】

【利用規約の確認】

定期的報告は毎年度４月中旬より受付開始
いたしますのでその年の３月３１日（前年度
の最終日）時点での状況を報告いただきま
す。

例）令和８年度の報告は
　　 令和８年３月31日時点の状況

お手元にある登録副本若しくはリンク先
（サービス付き高齢者向け住宅情報提供シ
ステム）にて住宅名等で検索し、登録内容を
確認ください。

※検索方法は次ページにて解説します。

Grafferアカウントを登録してログインし
てください。Googleアカウント（無料で
作成可能）、LINEアカウント、メールアド
レスを用いて登録できます。
【アカウントの登録について】
https://graffer.jp/faq/wh3fgw
【アカウントのログイン方法】
https://graffer.jp/faq/p3dmhp

アカウント登録をせずに申請することも可
能ですが、アカウント登録を行うことで過
去の申請を確認することが可能なため、
アカウント登録を推奨します。

ログイン後は利用規約をよく読み、同意する
にチェックを入れて、申請に進んでください。



情報提供システムでの登録情報の確認方法について

①「こだわり条件を設定・変更」

　 を押す

②フリーワードに

　 住宅名・事業者名等を

　 入力して検索

③各住宅のページ右上の

　 「登録情報を確認」を押す

※数字やアルファベットを用
いている場合は検索で見つ
からない可能性があります。
半角・全角を入れ替えて再度
検索してみてください。

運営情報の掲載を行ってい
ない住宅は直接登録情報の
ページが表示されます。

※運営情報の掲載及び更新
は国の補助を受けて建設・
改修を行っている場合は必
須です。補助を受けていな
い場合も積極的に掲載して
いただけますようご協力を
お願いいたします。

札幌市○○区　　＞　　住宅名　　



【登録事業者の情報について】

【申請者の種別】

【名前】

【電話番号】

【メールアドレス】

定期的報告を入力している方ではなく
報告提出時点での住宅の登録事業者の
情報を選択してください。

個人名で登録している方以外は法人を選択
してください。

以下個人か法人かで設問が変わります。

登録事業者の情報入力について

登録事業者の情報入力について（個人の場合）

定期的報告を入力している方ではなく
報告提出時点での住宅の登録事業者の
情報を入力してください。

提出いただいた報告の内容について
お電話にて確認をする場合があります。
連絡がとれる電話番号を入力してください。

今回報告をしていただいた方の情報が
自動で入力されます。
次年度以降の定期的報告のご案内もこちら
のメールアドレス宛てに送付させていただ
きますので担当者に変更が生じた場合は札
幌市住宅課までご連絡ください。



【自動入力】

【法人名】

【法人代表者名】

【電話番号】

【メールアドレス】

【連絡担当者名】

法人名・法人番号・郵便番号・住所の情報が
自動入力できますが、本届出では法人名以
外の情報が不要であるためあまり活用でき
ません。

定期的報告を入力している方ではなく
報告提出時点での住宅の登録事業者の
情報を入力してください。

※氏名だけではなく役職名も入力してくだ
さい。（例：代表取締役　○○）

提出いただいた報告の内容について
お電話にて確認をする場合があります。
連絡がとれる電話番号を入力してください。

今回報告をしていただいた方の情報が
自動で入力されます。
次年度以降の定期的報告のご案内もこちら
のメールアドレス宛てに送付させていただ
きますので担当者に変更が生じた場合は札
幌市住宅課までご連絡ください。

登録事業者の情報入力について（法人の場合）

定期的報告を入力している方ではなく
報告提出時点での住宅の登録事業者の
情報を入力してください。

提出いただいた報告の内容について
お電話にて確認をする場合があります。
担当者のお名前を入力してください。



【法定代理人】

【法定代理人の商号・名称】

【法定代理人の氏名】

登録事業者が未成年者である場合は、法定
代理人が必要なため「はい」を選択し、法定
代理人の情報を入力してください。

未成年者でない場合は、「いいえ」を選択す
ると以下の設問は表示されません。

法定代理人が法人の場合は法人の称号、名
称を入力してください。
個人の場合は入力不要です。

法定代理人の氏名を入力してください。

法定代理人の情報入力について



【住宅の基本情報について】

【登録番号】

【住宅の名称】

【住宅の所在地】

【登録住戸数】

定期的報告の案内通知に登録住宅のリスト
を掲載しております。
リストを確認しながら以降の設問に入力して
ください。

入力例「札-○第○号」のとおりに入力してく
ださい。（半角・全角は問いません）

住宅の名称に変更が生じている場合は登録
情報と現状の差異を報告いただく項目で報
告いただくとともに、速やかに変更の届出を
行ってください。

登録住宅の基本情報について

「札幌市」は省略いただいて問題ありません。

サービス付き高齢者向け住宅として運営し
ている住戸数に変更が生じている場合は
登録情報と現状の差異を報告いただく項目
で報告いただくとともに、速やかに変更の
届出を行ってください。



【運営情報の掲載について】

【掲載及び更新の有無について】

【確認方法】

【補助の有無】

「運営情報」とは、サービス付き高齢者向け
住宅の状況把握と生活相談サービスを中
心に、入居者情報等の情報を提供するもの
です。

国によるの補助を受けて建設・改修を行っ
た住宅は補助要件として運営情報の提供
と「１年に１回以上」の更新が必要とされて
おります。

掲載をしていても更新をしていない場合は
「掲載及び更新をしていない」を選択してく
ださい。

「掲載及び更新をしている」を選択した場合
は以降の設問は表示されません。

情報提供システムの住宅ごとのページに掲
載されているのが運営情報です。
更新日時は右上に表示されているのでご確
認ください。

直接登録情報が表示された場合は運営情
報の登録がされていません。

国の補助を受けている場合、補助の要件と
なっているため、速やかに最新の情報を公開
してください。

情報提供システム上での運営情報の掲載状況について

○月○日
じゅうたくめい

住　宅　名



【登録内容と現状との差異の確認】

【登録内容と現状との差異の有無】

リンク先に確認いただく項目と、各項目の確
認方法が記載されているリストを次ページ
に掲載しております。
内容ご確認の上で「登録内容」と「現状」に差
異が生じていないかご確認ください。

リストの項目を確認いたしましたら、「確認し
た」にチェックをつけてください。

差異が１つでもあった場合は「あり」を選択し
てください。

登録内容と現状との差異の有無について



確認項目リスト

登録内容
参照

情報提供
システム

副本

（１） サービス付き高齢者向け住宅の名称及び所在地 1

別紙

（２） サービス付き高齢者向け住宅事業を行う者 2

（３） サービス付き高齢者向け住宅事業を行う者の事務所 3

（４） サービス付き高齢者向け住宅の戸数、規模並びに構造及び設備 4

（５） サービス付き高齢者向け住宅の入居契約、入居者資格及び入居開始時期 5

（６）
サービス付き高齢者向け住宅において提供される高齢者生活支援サービス及び入
居者から受領する金銭

6

（７） サービス付き高齢者向け住宅の管理の方法等 7

（８） サービス付き高齢者向け住宅と併設される高齢者居宅生活支援事業を行う施設 8

（９） 高齢者居宅生活支援事業を行う者との連携及び協力 9

（10） 登録の申請が基本方針（及び高齢者居住安定計画）に照らして適切なものである旨 10 ※12

（11） 役員名簿 4
別添1
別添2

（12） 専用部分の規模並びに構造及び設備等 4-1
別添3

（13） 共同利用設備等 4-2

（14） 状況把握及び生活相談サービスの内容 6-1

別添4

（15） 食事の提供サービスの内容 6-2

（16） 入浴、排せつ、食事等の介護サービスの内容 6-3

（17） 調理、洗濯、清掃等の家事サービスの内容 6-4

（18） 健康の維持増進サービスつの内容 6-5

（19） その他のサービスの内容 6-6

※（20） 保健医療サービスを提供する体制に関する事項 10 別紙

※（21） 運営方針 11 別添5

各項目の確認の際は、参照欄に記載のある情報提供システム及び副本の該当項目をご参照ください。

※令和４年度の法改正で変更となった内容です。
　　・（20）（21）が追加されました。
　　・（10）の情報提供システム上の項目番号が10から12に変わりました。
　　・法改正の施行日（令和４年９月１日）前に新規または更新の登録をしている場合は、
　　 上記の変更はされていないため、（20）（21）の項目はありません。
　　 なお、令和４年９月１日以降に更新登録をする際には、（20）（21）を登録していただきます。



【差異があった項目】

【差異の内容】

【変更前の情報】

【変更後の情報】

【項目の追加】

【変更手続きの実施状況】

確認項目リストのどの項目に差異が生じてい
るかを入力してください。

「追加する」ボタンを押してください。
※１つも追加されていない状態では届出が
できません。

差異の内容について（項目名）に入力してい
ただいた項目ごとに、変更前（登録内容）の
情報を入力してください。

登録内容と現状との差異が有った場合

差異の内容について（項目名）に入力してい
ただいた項目ごとに、変更後（現状）の情報
を入力してください。

複数項目で差異が生じている場合は、ボタン
で入力欄を追加して、項目ごとに入力してく
ださい。

報告時点での手続きの実施状況を選択して
ください。
変更届出書未提出の場合は速やかに変更の
届出を行ってください。



【登録事項等についての説明】

【使用している入居契約書】

登録している「登録事項等についての説明」
は情報提供システムで確認できないため、お
手元の副本でご確認ください。

「いいえ」が選択された場合は前ページに戻
り「登録内容と現状との差異」として報告し
てください。

契約締結時に使用している書類について

登録している「入居契約書」は情報提供シス
テムで確認できないため、お手元の副本で
ご確認ください。

「いいえ」が選択された場合は前ページに戻
り「登録内容と現状との差異」として報告し
てください。



【共同浴室の整備をしている住宅か】

【共同浴室の場所・数】

【浴槽の種類】

【浴槽出入りのための手すりの設置】

情報提供システム「4-2」もしくは副本の別添
３の「専用部分の規模並びに構造及び設備
等」の項目で整備状況を確認してください。

いいえを選択した場合以降の設問は表示さ
れません。

情報提供システム「4-2」もしくは副本の別
添３の「専用部分の規模並びに構造及び設
備等」の項目で箇所数・副本の登録図面で場
所を確認してください。
変更があった場合「いいえ」になります。

変更が確認された場合は前ページに戻り「登
録内容と現状との差異」として報告してくだ
さい。

共同浴室の整備状況について

情報提供システム「4-2」もしくは副本の別
添３の「専用部分の規模並びに構造及び設
備等」の項目で箇所数・副本の登録図面で場
所を確認してください。
変更があった場合「いいえ」になります。

変更が確認された場合は前ページに戻り「登
録内容と現状との差異」として報告してくだ
さい。

浴槽のまたぎ補助のための手すりの設置有
無を確認し選択してください。



【共同台所の整備をしている住宅か】

【共同台所の場所・数】

【共同台所の整備状態】

【共同台所への加熱調理器の設置】

情報提供システム「4-2」もしくは副本の別
添３の「専用部分の規模並びに構造及び設
備等」の項目で整備状況を確認してくださ
い。

※食堂の備考欄に記載されている 場合も
あります。

いいえを選択した場合以降の設問は表示さ
れません。

情報提供システム「4-2」もしくは副本の別
添３の「専用部分の規模並びに構造及び設
備等」の項目で箇所数・副本の登録図面で場
所を確認してください。
変更があった場合「いいえ」になります。

変更が確認された場合は前ページに戻り「登
録内容と現状との差異」として報告してくだ
さい。

台所が物置場として使われている場合が多
いですが、いつでも利用できる状態とはみな
されません。

「常に使用できる状態」とは加熱調理器を常
設もしくは貸出できる状態にし、その旨を入
居者の見やすい位置に掲示している状態の
ことを指します。

共同台所の整備状況について



【入居戸数】

【契約者の情報について】

【要支援・要介護に該当しない契約者】

【要支援１～要介護５の契約者】

３月31日時点で入居者がいる「住戸数」を入
力してください。

3月31日時点で入居している住戸の契約者
の総数及びその内訳を以降の設問で確認い
たします。

「いる」を選択した場合
60歳以上の方、60歳未満の方に分けて契
約者数を入力していただきます。

「いない」を選択した場合
60歳以上の方、60歳未満の方の契約者数
を入力する設問は表示されません。

契約者の情報について

以降要支援・要介護レベルに応じて設問を繰
り返します。



【契約者の合計人数】

【入居戸数と契約者数の比較】

【入居戸数のほうが多い理由】

【契約者数のほうが多い理由】

契約者の内訳を入力いただくと総契約者数
が自動で表示されます。

上記に表示された総契約者数と、このページ
の一番最初に入力した入居戸数を比較し、当
てはまるものを選択してください。

入居戸数が契約者数より多い理由をできる
だけ詳細まで明確に入力してください。
※入力間違いの場合が多いため理由が思い
当たらない場合は契約者数の内訳の入力に
間違いがないか再度確認してください。

契約者数が入居戸数より多い理由をできる
だけ詳細まで明確に入力してください。

契約者の情報について

入居戸数のほうが多い場合

契約者数のほうが多い場合



【同居している配偶者の有無】

契約者と同居している契約者の配偶者（内
縁の者も含む）がいる場合は「はい」を選択
してください。
※札幌市長に同居することを認められた
　 配偶者以外の同居人は別の設問での
   報告になります。

「いいえ」を選択した場合は設問終了、「は
い」を選択した場合は契約者の情報同様、要
支援・要介護の認定度、年齢別に応じた内訳
の設問が表示されるため報告ください。

同居人（配偶者）について



【配偶者以外の同居人の有無】

契約者と同居している契約者の配偶者以外
の同居人がいる場合は「はい」を選択してく
ださい。

「いいえ」を選択した場合は設問終了、「は
い」を選択した場合は契約者の情報同様、要
支援・要介護の認定度、年齢別に応じた内訳
の設問が表示されるため報告ください。

同居人（配偶者以外）について



【１年間に入退去した人数】

前年の4月1日～今年の３月31日までの入
退去者の人数を報告ください。

1年間に入退去した人数について



【状況把握サービスの提供方法】

【生活相談サービスの提供】

1日1回以上提供する情報把握サービス
の提供方法を入力してください。

サービス付き高齢者向け住宅では、土日
祝日を含め１日に１回以上の状況把握
サービスの提供が法律で義務付けられて
います。

情報提供システム「6-1」もしくは副本の
別添４の「毎日１回以上の状況把握サービ
スの提供方法」の項目と内容が異なる場
合は、登録情報と現状の差異を報告いた
だく項目で報告いただくとともに、速や
かに変更の届出を行ってください。

状況把握及び生活サービスの提供について

生活相談サービスの提供状況を選択してく
ださい。

サービス付き高齢者向け住宅では、生活相
談サービスの提供が法律で義務付けられて
います。



【日中の職員の常駐人数（登録）】

【日中の職員の常駐人数（実態）】

情報提供システム「6-1」もしくは副本の別添
４の「常駐する時間」の項目を確認して入力し
てください。

日中に常駐するサービスの提供に従事する人員について

実際に常駐している人数を入力してくださ
い。登録している人数と異なる場合は、登録
情報と現状の差異を報告いただく項目で報
告いただくとともに、速やかに変更の届出
を行ってください。

常駐する人数の考え方について

とある日のサービスを提供する者のシフト
※サービスを提供する職員は併設施設の
職員と兼任はできるが、併設施設の職員
として従事している時間帯はサービス付
き高齢者向け住宅の状況把握及び生活相
談サービスの提供に従事する者として含
むことができない。

Dさんが月火はサービス付き高齢者向け
住宅の職員として、水木金は併設施設の
職員として従事している場合は、サービス
付き高齢者向け住宅のサービスを提供す
るものとして常駐する人数に含めること
ができる。

　この場合、当該住宅で9時～17時に勤務し
ていた職員の総数は「４人」だが、9時～17
時の間に必ずいた職員の人数は「１人（※）」
であるため、報告数は「1人」となる。



【日中の職員の常駐人数（登録）】

【日中の職員の常駐人数（実態）】

【緊急通報サービスの提供（登録）】

【緊急通報サービスの提供（実態）】

情報提供システム「6-1」もしくは副本の別添
４の「緊急通報サービスの内容」の項目を確
認して選択してください。

日中以外の時間帯のサービス提供体制について

情報提供システム「6-1」もしくは副本の別添
４の「常駐する時間」の項目を確認して入力し
てください。

実際に常駐している人数を入力してくださ
い。登録している人数と異なる場合は、登録
情報と現状の差異を報告いただく項目で報
告いただくとともに、速やかに変更の届出
を行ってください。

実際の提供状況を選択してください。
登録している人数と異なる場合は、登録情
報と現状の差異を報告いただく項目で報告
いただくとともに、速やかに変更の届出を
行ってください。



【住宅の修繕及び改修の実施状況の帳簿】

【入居者からの金銭の受領の記録の帳簿】

【提供した高齢者生活支援サービスの帳簿】

前年度及び前々年度の分の住宅の修繕及
び改修の実施状況を記録した帳簿が備え付
けられているかを選択してください。

※修繕及び改修がない場合も「なし」という
情報を記録する必要があります。

前年度及び前々年度の分の金銭の受領を記
録した帳簿が備え付けられているかを選択
してください。

前年度及び前々年度の分の高齢者生活支援
サービスの内容を記録した帳簿が備え付け
られているかを選択してください。

帳簿の備付けの有無及び生じた事象の件数について



【身体的拘束に関する帳簿】

【前年度に身体拘束を実施した人数】

【苦情に関する帳簿】

【前年度の苦情の件数】

前年度及び前々年度の分の身体的拘束の
状況を記録した帳簿が備え付けられている
かを選択してください。

※前年度及び前々年度で行った事象がな
ければ備付けは不要のため「過去2年間に
おいてそのような事象がなかった」を選択
してください。

前年度に身体拘束を実施した人数を入力し
てください。（前の質問で過去2年間におい
て事象がなかったと報告している場合は設
問は表示されません）

帳簿の備付けの有無及び生じた事象の件数について

前年度及び前々年度の分の入居者に生じ
た事故の状況及び処置の内容を記録した
帳簿が備え付けられているかを選択してく
ださい。
※前年度及び前々年度で行った事象がな
ければ備付けは不要のため「過去2年間に
おいてそのような事象がなかった」を選択
してください。

前年度の苦情の件数を入力してください。
（前の質問で過去2年間において事象がな
かったと報告している場合は設問は表示さ
れません）



【入居者に発生した事故に関する帳簿】

【前年度に発生した事故の件数】

【委託に関する帳簿】

前年度及び前々年度の分の入居者に生じ
た事故の状況及び処置の内容を記録した
帳簿が備え付けられているかを選択してく
ださい。
※前年度及び前々年度で行った事象がな
ければ備付けは不要のため「過去2年間に
おいてそのような事象がなかった」を選択
してください。

前年度に発生した事故の件数を入力してく
ださい。（前の質問で過去2年間において事
象がなかったと報告している場合は設問は
表示されません）

帳簿の備付けの有無及び生じた事象の件数について

前年度及び前々年度の分の住宅の管理又
は高齢者生活サービスの提供の委託に係
る契約事項及び業務の実施状況を記録す
る帳簿が備え付けられているかを選択して
ください。
※委託契約を行わず自ら行っている場合は
「すべて自社で行っている」を選択してくだ
さい。



【高齢者の虐待等の防止等に係る研修】

【実施予定月】

【苦情対応体制の整備】

【整備予定月】

虐待等の防止等に係る研修を実施すると共
に、その内容を記録し保存しているかを選
択してください。

※有料老人ホームに台頭する住宅で研修未
実施の場合、法令違反となるためご注意く
ださい。

前年度に虐待等の防止等に係る研修を行っ
ていない場合は、実施予定月を報告してく
ださい。
実施済みの場合は設問は表示されません。

カレンダーのアイコンをクリックすると入力
フォームが出ます。

虐待等の発生に備え苦情対応体制を整備し
ていない場合は、整備予定月を報告くださ
い。
整備済みの場合は設問は表示されません。

カレンダーのアイコンをクリックすると入力
フォームが出ます。

高齢者の虐待防止策の実施状況について

虐待等の発生に備え、苦情対応体制を整備し
ているかを選択してください。



【虐待等の発生・疑いがある場合の報告】

【虐待等が発生した事実の有無】

虐待等が発生した場合、あるいはその疑い
がある場合には、札幌市保健福祉局高齢保
健福祉部介護保険課への情報提供が必要
です。

事象の有無並びに情報提供の状況を選択し
てください。

前年度に虐待等が発生した事実があったか
を選択してください。

高齢者の虐待防止策の実施状況について

虐待等の発生の事実がない場合以降の設問は表示されず、定期的報告の項目は以上で終了となります。



【虐待等が発生した場合の説明】

【虐待等が発生した場合の調査】

【虐待等が発生した場合の改善策の策定】

【委託先・提携先事業者への注意】

虐待等防止のための改善策を策定したかを
選択してください。

※札幌市保健福祉局高齢保健福祉部介護保
険課への情報提供が必要です。

速やかに事実確認のための調査を実施し、
組織的な情報の共有、原因の分析及び再発
防止への取り組みを行ったかを選択してく
ださい。

高齢者の虐待防止策の実施状況について

虐待等が発生した際に入居者の安全確保・不
安解消を図るとともに、入居者及び家族への
説明を行ったかを選択してください。

サービス付き高齢者向け住宅の業務委託先
又は提携先の職員による虐待等が発生した
場合には、札幌市保健福祉局高齢保健福祉
部介護保険課への情報提供が必要です。

当該事業者への注意の実施状況並びに情
報提供の状況を選択してください。


